


22日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書   2022.６月号

柴田　ケイコ 絵
大西　暢夫 著

デュボース・ヘイワード 作

◇なまけていません
◇和ろうそくは、つなぐ
◇かあさんうさぎと金のくつ

　
今
後
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
、
地
域
の
活
動
へ
の
参
加
と

協
力
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
学
生

委
員
会
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・
25

　
日
㈯

※

中
止
や
一
部
内
容
を
変
更
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
同
校
ウ

　
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
確
認
の
上
、

　
参
加
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

　
　
　
（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

　
４
月
22
日
、
毎
年
恒
例
の
『
春
の

観
光
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
（
登
別

国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
主

催
）
が
、
道
道
上
登
別
室
蘭
線
沿
い

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
本
校
か
ら
は
、
学
生
寮
で

暮
ら
す
寮
生
を
中
心
に
、
こ
の
春
に

本
校
に
入
学
し
た
多
く
の
１
年
生
も

加
わ
っ
た
総
勢
24
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
学
生
た
ち
は
、
朝
の
７
時
前
に
岡

志
別
の
森
運
動
公
園
に
集
合
し
、
そ

こ
か
ら
『
千
歳
寮
』
方
面
と
『
ほ
ろ

べ
つ
寮
』
方
面
の
二
手
に
分
か
れ
、

道
路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
、

一
生
懸
命
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　いつもどおりに、といわれても「そわ
そわ」してしまう参観日。おかあさんと
妹にいいところをみせようとしたのに、
答えられなかった僕。でも、妹がくれた
『あめちゃん』のパワーのおかげか、最
後は大逆転の参観日。

春
の
観
光
道
路
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
参
加
し
ま
し
た

つくろう、つぎの可能性を。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館

自然散策が楽しくなる！花図鑑
だやま たか ひこ

　道ばたや公園、植え込みなどの身近な
場所や里山でよく咲いている花を中心に、
園芸品種、野の花、木の花を紹介してい
ます。図鑑の構成は季節順に並び、各植
物の特徴や魅力、よく似ている植物など
も併せて紹介しています。

いま むら しょう ご

やく がくまる

いち・にの・さんかんび

いもうとぼくこた

さん びかん

いもうと

さい

ご だい ぎゃく てん さん かん び

ちょ

きん

わ

さく

おお にし のぶ お

えしば た

 

☎85４３２４�x(9��������

※図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

山田　隆彦 著

こば　ようこ え

◇幸村を討て
◇刑事弁護人
◇化学で解き明かす　禁断の世界

今村　翔吾 著
薬丸　　岳 著

エリカ・エンゲルハウプト 著

●米びつ（20　）●ジュニアシート●白内障術後眼
鏡（Ｌ）●冷凍庫（家庭用）●雑誌（筆ぐるめ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ）●冷凍庫●花瓶（丸型、高さ15～20　）
●物置●電動ミシン（ポータブル）●電子レンジ
●ベンチ（屋外用）●草刈り機

申し込み・問い合わせ

ゆずります

ゆずってください

不用品 市ダイヤル

※無料に限ります。
▶登録できないもの

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期
　間は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込
　みください。

衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせ
ん品としてふさわしくないもの

●ひな人形（７段）●麻雀牌●五月人形（ケース付
き）●エレクトーン●キーボード●タップダンス用
靴（23.5　）●ランドセル●パネル（60号）●すり
鉢（20　）●着物収納桐箱（２段重ね）●着物収納
桐箱（１段２個）●バウンサー（ゆりかご）●ハイ
ローチェア●ベビーカー●果実酒用瓶●洋服ダンス
●ゴルフセット（女性用）●お茶道具一式●参考書
（ベーシック５科目）

センチ
メートル

センチ
メートル

センチ
メートル

キロ
グラム

▲クリーン作戦に集まった学生

▲クリーン作戦の様子

ロ　　ム

地域だより23  2022.６月号

　
登
別
本
町
２
町
会
で
は
、
町
内
会

活
動
な
ど
で
利
用
す
る
老
人
憩
の
家

『
芙
蓉
の
家
』
で
火
災
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
台
所
か
ら
火

が
出
た
場
合
を
想
定
し
、
消
防
署
へ

の
通
報
や
消
火
器
を
持
ち
出
し
て
の

消
火
訓
練
、
避
難
経
路
の
再
確
認
な

ど
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

の
備
え
と
し
ま
し
た
。

登
別
本
町
２
町
会

　
　
　
　
会
長
　
畠
山
　
憲
一

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

　
汐
平
町
内
会
で
は
春
・
秋
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
子
ど

も
か
ら
80
代
ま
で
の
会
員
が
参
加
し
、

区
域
の
道
路
沿
い
や
公
園
な
ど
で
ご
み

袋
15
袋
分
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が

少
な
い
中
、
久
し
ぶ
り
に
和
や
か
な
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

汐
平
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
今
野
　
義
則

地
域
の
清
掃
活
動
で
交
流

こ
ん
　の
　
　
　
よ
し
の
り

は
た
け
や
ま
　
　
け
ん
い
ち

ふ
　
よ
う

　
新
栄
町
内
会
で
は
、
停
電
な
ど
で

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
使
用
で
き
な

い
場
合
に
備
え
て
、
町
内
会
の
集
会

場
に
は
ま
き
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
燃
料
と
な
る
ま
き
の

確
保
を
心
掛
け
て
お
り
、
寒
い
時
期

の
役
員
会
や
懇
親
会
で
は
、
ま
き
ス

ト
ー
ブ
の
心
地
よ
い
温
も
り
が
集
会

場
を
暖
め
て
い
ま
す
。

新
栄
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
竹
中
　
脩
嚴

ま
き
ス
ト
ー
ブ
が
活
躍

た
け
な
か
　
　
の
ぶ
よ
し

火
災
か
ら
身
を
守
る

　
登
別
東
町
第
４
町
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
子
ど
も
の
国
広
場
を
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
草
刈
り

や
遊
具
の
点
検
な
ど
を
計
画
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
に
は
元
気
な
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

天
気
の
良
い
日
に
は
若
い
お
母
さ
ん

た
ち
の
憩
い
と
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

登
別
東
町
第
４
町
会

　
　
　
　
会
長
　
古
本
　
年
男

広
場
は
交
流
と
遊
び
の
場

ふ
る
も
と
　
　
と
し
お

地域だより
町内会の
いきいき実践活動を紹介
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 議会だよりでぃすかす　112号 

開
か

れた
議会を目指し
て

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会／発行日： 2022.6.1
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市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
特
徴
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
均
衡
予
算
を

編
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　公
共
施
設
の
廃
止
等
に
よ
る
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
や
ご
み
関
連
手
数
料

の
引
き
上
げ
な
ど
、
市
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
の
成

果
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　ま
た
、
市
税
の
大
幅
な
増
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
金
等
に
よ
る
歳
入
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
要
因
で
す
。

　予
算
の
主
な
事
業
は
、
（
仮
称
）
登
別

市
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備
事
業
費
６
億

１
千
245
万
円
、
市
営
住
宅
（
千
代
の
台
団

地
）
建
替
事
業
費
４
億
６
千
696
万
円
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
中
間
改
修
事
業
費
２

億
５
千
864
万
円
、
消
防
本
部
新
庁
舎
建
設

事
業
費
１
億
７
千
641
万
円
、
市
役
所
本
庁

舎
建
設
事
業
費
１
億
２
千
886
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
予
算
は
、
歳
出
は
各
款
ご
と
に
、
歳

入
は
全
般
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を

行
い
、
総
括
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　次
に
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保

険
、
学
校
給
食
事
業
、
介
護
保
険
、
カ
ル

ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、

質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　次
に
公
営
企
業
会
計
予
算
は
、
水
道
事

業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
収
支

全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
瓶
）

に  

へ
い

予
算
審
査
の
概
要

令和4年度当初予算の内訳

全会計
一般会計

特別会計 公営企業会計

397億7,230万円 225億7,200万円

102億6,060万円 69億3,970万円
（前年度当初比  14億3,910万円） （前年度当初比  8億4,000万円増）

（前年度当初比  1億7,560万円減） （前年度当初比      7億7,470万円増）

詳しい質疑の内容を
録画中継でご覧いた
だくことができます。
スマートフォン等を
お持ちの方は、下記
の二次元コードから
ぜひご覧ください。

　令和３年５月７日に開催した第２回登別市議会臨時会において、工藤前議長と杉尾前副議長の辞職に伴い、議長・
副議長選挙が行われ、同日付けで新たに辻議員が議長に、千田議員が副議長に就任しました。また、各委員会の委員
が新たに選任されましたので、議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、各委員会構成をお知らせします。

委員16名が
令和４年度予算を問う予算審査特集

　令和４年第１回定例会において、３月10日～15
日の間、予算・決算委員会を開催し、令和４年度の
予算関連議案の審査を行いました。
　委員16名から約140項目にわたる質疑の後、総
括質疑を行い、審査は合計で16時間30分に及びま
した。
　その結果、一般会計予算、各特別会計予算及び各
事業会計予算を全て全会一致で可決しました。
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　介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
成
年
後

見
人
は
、
親
族
が
基
本
で
あ
り
、
周
知
の
徹

底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
は
増
加

し
て
い
る
が
、
市
民
後
見
人
は
、
そ
の
責
任

の
重
さ
な
ど
か
ら
、
育
成
が
な
か
な
か
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　今
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
向
け
の
講
座
に

お
い
て
、
将
来
自
分
の
親
族
に
対
し
て
後
見

人
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
も
参

加
で
き
る
な
ど
、
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
神
林
）

　
　昨
年
10
月
公
表
の
中
期
財
政
見
通
し
と

令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
比
較
し
た
見
解
は
。

　
　令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
が
約
10
億
円

と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
等
の
残
高
見
込
み

は
17
億
３
千
100
万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　ま
た
、
積
立
可
能
と
な
っ
た
要
因
は
、
市

税
収
入
の
増
や
見
込
み
以
上
の
国
の
交
付
金

の
支
給
に
加
え
、
執
行
残
や
前
年
度
繰
越
額

が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
今
後
の
大

型
施
設
建
設
事
業
が
、
想
定
さ
れ
る
中
で
、

毎
年
度
の
予
算
や
後
年
度
の
市
債
償
還
に
対

す
る
考
え
は
。

　
　活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
、
国
や
道
の

有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
そ
の
上
で
起
債
裏

と
な
る
頭
金
部
分
は
、
庁
舎
整
備
基
金
に
積

み
立
て
る
な
ど
の
事
前
準
備
に
よ
っ
て
、
一

定
程
度
の
平
準
化
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　将
来
的
な
公
債
費
負
担
は
、
国
な
ど
の
補

助
の
活
用
と
、
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部

新
庁
舎
で
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

活
用
で
単
年
度
財
政
負
担
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
　今
後
を
踏
ま
え
た
市
長
の
考
え
は
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
庁
舎
は
市
民
の

安
心
や
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ま
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
目
指
し
持
続
可

能
な
新
し
い
時
代
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
改
修
時
期
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
経
営

戦
略
で
は
令
和
７
年
度
に
屋
根
、
外
壁
の
塗

装
修
繕
を
行
う
予
定
だ
が
、
令
和
５
年
度
か

ら
６
年
度
に
か
け
て
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。

　第
１
リ
フ
ト
の
大
規
模
改
修
が
半
導
体
不

足
等
の
影
響
に
よ
り
、
後
ろ
倒
し
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
１
リ
フ
ト
の
大

規
模
改
修
の
時
期
や
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
屋

根
、
外
壁
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
実
施
時
期

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
藤
）

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は
。

　
　令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
経
済
対

策
と
し
て
湯
之
国
登
別
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
移
住
促
進

事
業
を
、
情
報
化
対
策
と
し
て
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
事
業
や
証
明
書
等
手
数
料

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
事
業
、
衛
生
対

策
を
加
え
、
合
計
約
１
千
800
万
円
の
活
用
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　令
和
４
年
度
に
使
え
る
臨
時
交
付
金
は

約
２
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
残
り
の
約
２
億

３
千
万
円
の
活
用
の
考
え
は
。

　
　市
内
消
費
を
喚
起
し
、
建
設
事
業
者
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
エ
ー
ル
建
設
券

発
行
事
業
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
る
。

　ま
た
、
本
臨
時
交
付
金
の
目
的
を
鑑
み
、

経
済
対
策
や
情
報
化
対
策
を
優
先
し
て
、
市

内
経
済
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

　そ
の
ほ
か
、
歳
入
・
歳
出
の
編
成
や
自
主

財
源
・
依
存
財
源
の
均
衡
予
算
を
編
成
で
き

た
傾
向
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
管
理

や
公
共
施
設
の
適
正
配
置
の
考
え
と
削
減
の

現
状
、
千
代
の
台
団
地
へ
の
保
育
所
移
設
な

ど
の
子
育
て
政
策
や
地
域
公
共
交
通
課
題
な

ど
、
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質質 答

質質 質 答答答

質答

答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 総括質疑、各委員の質疑

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

ス
キ
ー
場
経
営
戦
略
の
進
行
状
況
は

　
　公
共
施
設
の
除
却
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
が
、
費
用
の
回
収
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
施
設
の
維
持
管
理
に
費
用
を
充

て
る
こ
と
で
売
却
や
利
活
用
を
し
や
す
く
し

て
、
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は
。

　
　老
朽
化
し
た
施
設
は
取
り
壊
し
て
売
却

し
て
い
る
が
、
行
政
目
的
を
完
了
し
た
場
合
、

若
干
の
修
繕
を
加
え
る
こ
と
で
利
活
用
が
可

能
で
あ
れ
ば
売
却
や
貸
し
付
け
も
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
公
共
施
設
の
面
積
の
削
減
も
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
栗
）

質答

質答
成
年
後
見
制
度
の
親
族
へ
の
周
知
は

公
共
施
設
の
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は

す
ぎ  

お

て
ん
じ
ん
ば
や
し

お  

ぐ
り

く  

ど
う

ち
　

 

だ
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　令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
特
徴
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
均
衡
予
算
を

編
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　公
共
施
設
の
廃
止
等
に
よ
る
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
や
ご
み
関
連
手
数
料

の
引
き
上
げ
な
ど
、
市
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
の
成

果
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　ま
た
、
市
税
の
大
幅
な
増
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
金
等
に
よ
る
歳
入
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
要
因
で
す
。

　予
算
の
主
な
事
業
は
、
（
仮
称
）
登
別

市
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備
事
業
費
６
億

１
千
245
万
円
、
市
営
住
宅
（
千
代
の
台
団

地
）
建
替
事
業
費
４
億
６
千
696
万
円
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
中
間
改
修
事
業
費
２

億
５
千
864
万
円
、
消
防
本
部
新
庁
舎
建
設

事
業
費
１
億
７
千
641
万
円
、
市
役
所
本
庁

舎
建
設
事
業
費
１
億
２
千
886
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
予
算
は
、
歳
出
は
各
款
ご
と
に
、
歳

入
は
全
般
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を

行
い
、
総
括
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　次
に
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保

険
、
学
校
給
食
事
業
、
介
護
保
険
、
カ
ル

ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、

質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
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営
企
業
会
計
予
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は
、
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事

業
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業
に
つ
い
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、
収
支

全
般
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り
質
疑
を
行
い
、
全
会
一
致

で
原
案
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お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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へ
い

予
算
審
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の
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要
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　委員16名から約140項目にわたる質疑の後、総
括質疑を行い、審査は合計で16時間30分に及びま
した。
　その結果、一般会計予算、各特別会計予算及び各
事業会計予算を全て全会一致で可決しました。
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　介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
成
年
後

見
人
は
、
親
族
が
基
本
で
あ
り
、
周
知
の
徹

底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
は
増
加

し
て
い
る
が
、
市
民
後
見
人
は
、
そ
の
責
任

の
重
さ
な
ど
か
ら
、
育
成
が
な
か
な
か
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　今
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
向
け
の
講
座
に

お
い
て
、
将
来
自
分
の
親
族
に
対
し
て
後
見

人
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
も
参

加
で
き
る
な
ど
、
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
神
林
）

　
　昨
年
10
月
公
表
の
中
期
財
政
見
通
し
と

令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
比
較
し
た
見
解
は
。

　
　令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
が
約
10
億
円

と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
等
の
残
高
見
込
み

は
17
億
３
千
100
万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　ま
た
、
積
立
可
能
と
な
っ
た
要
因
は
、
市

税
収
入
の
増
や
見
込
み
以
上
の
国
の
交
付
金

の
支
給
に
加
え
、
執
行
残
や
前
年
度
繰
越
額

が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
今
後
の
大

型
施
設
建
設
事
業
が
、
想
定
さ
れ
る
中
で
、

毎
年
度
の
予
算
や
後
年
度
の
市
債
償
還
に
対

す
る
考
え
は
。

　
　活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
、
国
や
道
の

有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
そ
の
上
で
起
債
裏

と
な
る
頭
金
部
分
は
、
庁
舎
整
備
基
金
に
積

み
立
て
る
な
ど
の
事
前
準
備
に
よ
っ
て
、
一

定
程
度
の
平
準
化
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　将
来
的
な
公
債
費
負
担
は
、
国
な
ど
の
補

助
の
活
用
と
、
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部

新
庁
舎
で
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

活
用
で
単
年
度
財
政
負
担
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
　今
後
を
踏
ま
え
た
市
長
の
考
え
は
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
庁
舎
は
市
民
の

安
心
や
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ま
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
目
指
し
持
続
可

能
な
新
し
い
時
代
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
改
修
時
期
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
経
営

戦
略
で
は
令
和
７
年
度
に
屋
根
、
外
壁
の
塗

装
修
繕
を
行
う
予
定
だ
が
、
令
和
５
年
度
か

ら
６
年
度
に
か
け
て
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。

　第
１
リ
フ
ト
の
大
規
模
改
修
が
半
導
体
不

足
等
の
影
響
に
よ
り
、
後
ろ
倒
し
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
１
リ
フ
ト
の
大

規
模
改
修
の
時
期
や
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
屋

根
、
外
壁
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
実
施
時
期

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
藤
）

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は
。

　
　令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
経
済
対

策
と
し
て
湯
之
国
登
別
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
移
住
促
進

事
業
を
、
情
報
化
対
策
と
し
て
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
事
業
や
証
明
書
等
手
数
料

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
事
業
、
衛
生
対

策
を
加
え
、
合
計
約
１
千
800
万
円
の
活
用
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　令
和
４
年
度
に
使
え
る
臨
時
交
付
金
は

約
２
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
残
り
の
約
２
億

３
千
万
円
の
活
用
の
考
え
は
。

　
　市
内
消
費
を
喚
起
し
、
建
設
事
業
者
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
エ
ー
ル
建
設
券

発
行
事
業
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
る
。

　ま
た
、
本
臨
時
交
付
金
の
目
的
を
鑑
み
、

経
済
対
策
や
情
報
化
対
策
を
優
先
し
て
、
市

内
経
済
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

　そ
の
ほ
か
、
歳
入
・
歳
出
の
編
成
や
自
主

財
源
・
依
存
財
源
の
均
衡
予
算
を
編
成
で
き

た
傾
向
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
管
理

や
公
共
施
設
の
適
正
配
置
の
考
え
と
削
減
の

現
状
、
千
代
の
台
団
地
へ
の
保
育
所
移
設
な

ど
の
子
育
て
政
策
や
地
域
公
共
交
通
課
題
な

ど
、
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質質 答

質質 質 答答答

質答

答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 総括質疑、各委員の質疑

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

ス
キ
ー
場
経
営
戦
略
の
進
行
状
況
は

　
　公
共
施
設
の
除
却
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
が
、
費
用
の
回
収
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
施
設
の
維
持
管
理
に
費
用
を
充

て
る
こ
と
で
売
却
や
利
活
用
を
し
や
す
く
し

て
、
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は
。

　
　老
朽
化
し
た
施
設
は
取
り
壊
し
て
売
却

し
て
い
る
が
、
行
政
目
的
を
完
了
し
た
場
合
、

若
干
の
修
繕
を
加
え
る
こ
と
で
利
活
用
が
可

能
で
あ
れ
ば
売
却
や
貸
し
付
け
も
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
公
共
施
設
の
面
積
の
削
減
も
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
栗
）

質答

質答
成
年
後
見
制
度
の
親
族
へ
の
周
知
は

公
共
施
設
の
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は

す
ぎ  

お

て
ん
じ
ん
ば
や
し

お  

ぐ
り

く  

ど
う

ち
　

 

だ
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　社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算
増
額
理
由
は
。

　
　本
市
の
地
域
福
祉
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
認
識
し
、
安
定
的
な
経
営
に
向
け
、
人
件

費
の
み
を
補
助
対
象
経
費
と
し
た
た
め
。

　
　町
内
会
組
織
が
な
い
富
浦
町
の
防
犯
灯

の
維
持
管
理
の
現
状
は
。

　
　地
域
有
志
を
中
心
に
富
浦
町
防
犯
灯
を

守
る
会
が
発
足
、
他
町
内
会
と
同
様
に
管
理

し
て
い
る
。

　
　老
朽
化
し
た
郷
土
資
料
館
の
管
理
状
況

や
今
後
の
工
事
や
増
築
の
必
要
性
は
。

　
　登
別
市
教
育
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に

記
載
さ
れ
る
財
政
情
勢
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　本
市
が
整
備
費
一
部
負
担
の
市
立
室
蘭

看
護
専
門
学
院
の
看
護
師
試
験
の
合
格
率
は
。

　
　過
去
３
年
間
で
平
均
98
％
で
あ
る
。
　

　
　看
護
学
院
の
内
、
登
別
市
民
の
占
め
る

割
合
と
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
は
ど
こ
か
。

　
　卒
業
生
の
約
25
％
（
過
去
３
年
間
）
は

本
市
の
市
民
で
あ
り
、
主
な
就
職
先
は
、
市

立
室
蘭
総
合
病
院
、
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
О
登
別
病
院
で
あ
る
。

　同
学
院
は
、
若
年
層
の
転
出
防
止
と
、
地

域
医
療
の
充
実
の
観
点
か
ら
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
負
担
継
続
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

　
　令
和
４
年
度
の
保
育
所
入
所
決
定
通
知

の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　令
和
４
年
３
月
１
日
に
決
定
し
、
３
月

３
日
に
発
送
し
て
い
る
。

　
　保
育
所
運
営
の
第
一
の
目
的
は
、
保
護

者
の
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
で
あ
り
、
入

所
ま
で
１
カ
月
に
満
た
な
い
段
階
で
の
決
定

通
知
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　現
行
の
１
カ
月
前
の
通
知
で
は
遅
い
と

の
意
見
も
理
解
で
き
る
の
で
、
令
和
５
年
度

に
は
さ
ら
に
１
カ
月
程
度
の
前
倒
し
を
目
標

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
野
）

質質 答答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 各委員の質疑

地
域
福
祉
の
充
実
と
文
化
の
伝
承
を

保
育
所
の
入
所
決
定
通
知
の
早
期
発
送
を

質質 答答

質質質 答答答

市
立
看
護
専
門
学
院
の
整
備
負
担
の
継
続
を

　
　令
和
４
年
度
、
新
た
に
取
り
組
む
重
点

的
な
事
業
は
何
か
。

　
　市
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事

業
で
は
、
高
齢
者
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
使
い
方
に
不
安
の
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

た
講
習
会
を
年
８
回
計
画
し
て
い
る
。

　ま
た
、
公
共
施
設
の
予
約
を
従
来
通
り
の

電
話
に
よ
る
予
約
と
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
施
設
予
約
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
予
約
期
間
の
見
直
し

な
ど
、
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

　
　令
和
４
年
度
よ
り
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
が
開
始
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
の
方
へ
の
対

応
と
、
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
と
現
金

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　高
齢
者
の
対
応
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
な
ど
を
通
じ
て
普
及
に
努
め
る
ほ
か
、

使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
は
広
範
囲
な
対

応
と
大
型
商
業
施
設
で
利
用
可
能
な
カ
ー
ド

が
使
え
る
仕
様
を
考
え
て
い
る
。

　現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
従
来
通
り
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
）

　
　前
年
度
と
の
取
り
組
み
の
違
い
は
。

　
　令
和
３
年
度
に
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
誘
致
を

進
め
る
た
め
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
整
備

さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
促
進
の
た
め
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
運
営
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
情
報
発
信
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
確

立
な
ど
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
関
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
役
割
な
ど
も
担
い
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
令
和
３
年
度
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

移
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
に

窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
は
い
か
に

　地
域
公
共
交
通
等
検
討
会
議
経
費
は
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
経
費
で
す
。

　登
別
市
公
共
交
通
計
画
に
沿
っ
て
、
協
議

事
項
や
実
施
事
業
の
内
容
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　
　協
議
事
項
の
優
先
順
位
や
進
め
方
は
。

　
　高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
へ
向
け
た
、
利

用
料
金
の
助
成
制
度
を
は
じ
め
、
バ
ス
の
乗

り
方
教
室
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
概
要
は
。

　
　３
回
程
度
を
目
標
に
、
商
業
施
設
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

質答質質答 答

質答質答
情
報
化
推
進
経
費
の
重
点
取
り
組
み
は

公
共
交
通
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て

わ
か  

き

す
ぎ  

お

こ
ん  

の

な
り  

た

ち
　

 

だ

た  

な
か

い  

と
う
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　令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
、
本
市
観
光
大
使
で
あ
る
新
日
本
プ
ロ
レ

ス
所
属
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
、
矢
野
通
選
手
と
の

コ
ラ
ボ
T
シ
ャ
ツ
を
企
画
立
案
し
、
実
現
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　継
続
の
要
望
も
あ
り
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　矢
野
選
手
が
試
合
で
着
用
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
反
響
は
大
き
い
が
、

コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
へ
の
考
え
は
。

　
　魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企
画
開
発
と
し
て
、

矢
野
選
手
と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
第
２
弾
も
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
立
）

観
光
大
使
と
の
コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
を

質答

　
　最
終
処
分
場
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

埋
め
て
い
る
の
か
。

　
　飛
灰
の
ほ
か
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に

混
入
し
て
い
る
針
金
や
ネ
ジ
、
貝
殻
、
土
砂

な
ど
が
、
焼
却
さ
れ
ず
に
排
出
さ
れ
た
焼
却

不
燃
物
な
ど
の
焼
却
残
渣
で
あ
る
。

　
　こ
の
処
分
場
は
、
供
用
開
始
か
ら
23
年

目
を
迎
え
る
が
、
現
在
の
埋
め
立
て
状
況
と

今
後
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は
。

　
　約
54
％
埋
め
立
て
が
完
了
し
て
い
る
。

埋
め
立
て
可
能
年
数
は
約
24
年
で
あ
り
令
和

27
年
度
ま
で
の
見
積
も
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

　
　雇
用
対
策
救
援
事
業
は
、
雇
用
の
安
定

化
と
い
う
観
点
か
ら
大
切
な
事
業
と
考
え
て

い
る
。
今
後
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
く
の
か
。

　
　季
節
労
働
者
の
働
く
環
境
づ
く
り
、
雇

用
の
安
定
化
と
い
う
点
で
本
事
業
は
重
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
通
年
事
業
と

し
て
公
共
施
設
の
清
掃
の
ほ
か
、
冬
場
の
除

雪
、
ポ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
い
ず
れ
も
就
業

機
会
の
確
保
と
し
て
、
就
労
の
安
定
が
図
れ

る
よ
う
関
係
事
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
野
）

　
　現
在
SDGs
が
行
政
に
お
い
て
も
施
策
展
開

の
基
本
的
な
考
え
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
指
標

も
提
示
さ
れ
る
中
、
本
事
業
に
あ
る
イ
ベ
ン

ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関
連
性
を
市
民
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
掲
示
す
る
な
ど
、
工
夫
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　SDGs
と
の
各
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
（
案
）

で
各
施
策
に
SDGs
を
関
連
付
け
て
表
記
し
て
お

り
、
こ
れ
を
参
考
に
表
現
可
能
な
ブ
ー
ス
に

は
、
提
案
通
り
来
場
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
形
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
で
の
SDGs
の
取
り
組
み
は

雇
用
の
安
定
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
は

　
　市
内
の
森
林
の
内
訳
と
比
率
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　本
市
の
森
林
面
積
は
、
国
有
林
が
１
万

379
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積
の
49
％
で
あ
り
、

民
有
林
は
５
千
172
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積

の
24
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　こ
れ
だ
け
広
い
森
林
を
管
理
し
て
い
く

の
は
行
政
で
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
本
市
の

貴
重
な
森
林
を
守
る
た
め
に
専
門
業
者
に
任

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　そ
の
よ
う
な
業
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

話
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

質答質質答 答

質質質 答答答
廃
棄
物
処
分
場
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は

本
市
に
お
け
る
森
林
の
実
態
は

あ  

だ
ち

む
ら  

い

　
　小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に
支
給
さ
れ

る
新
入
学
準
備
金
は
３
月
に
支
給
さ
れ
る
が
、

入
学
時
に
必
要
と
な
る
ラ
ン
ド
セ
ル
、
鞄
、

制
服
、
上
靴
な
ど
を
用
意
す
る
に
は
必
ず
し

も
十
分
な
期
間
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　準
備
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
支
給
時

期
を
早
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　転
校
に
よ
る
準
備
金
の
返
還
事
務
手
続

き
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
支

給
時
期
を
３
月
と
し
て
い
る
。

　有
効
活
用
の
た
め
、
支
給
時
期
を
１
〜
２

月
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）

質答
12
月
中
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
は

わ
た
な
べ

い
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や
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る
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　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンなどからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、ご来場による傍聴はできる限りお控えいただ
き、スマートフォンやパソコンから議会中継をご
覧いただきますよう、ご協力をお願いします。

 今年度から導入されているオンラインを活用し
た委員会が４月13日広聴・公開委員会（左）及
び22日議会運営委員会（右）で行われました。

議会中継を
スマートフォン
などで
閲覧しませんか？

令和４年
第２回定例会は
６月10日(金)から

   開催される予定です。
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　社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算
増
額
理
由
は
。

　
　本
市
の
地
域
福
祉
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
認
識
し
、
安
定
的
な
経
営
に
向
け
、
人
件

費
の
み
を
補
助
対
象
経
費
と
し
た
た
め
。

　
　町
内
会
組
織
が
な
い
富
浦
町
の
防
犯
灯

の
維
持
管
理
の
現
状
は
。

　
　地
域
有
志
を
中
心
に
富
浦
町
防
犯
灯
を

守
る
会
が
発
足
、
他
町
内
会
と
同
様
に
管
理

し
て
い
る
。

　
　老
朽
化
し
た
郷
土
資
料
館
の
管
理
状
況

や
今
後
の
工
事
や
増
築
の
必
要
性
は
。

　
　登
別
市
教
育
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に

記
載
さ
れ
る
財
政
情
勢
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　本
市
が
整
備
費
一
部
負
担
の
市
立
室
蘭

看
護
専
門
学
院
の
看
護
師
試
験
の
合
格
率
は
。

　
　過
去
３
年
間
で
平
均
98
％
で
あ
る
。
　

　
　看
護
学
院
の
内
、
登
別
市
民
の
占
め
る

割
合
と
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
は
ど
こ
か
。

　
　卒
業
生
の
約
25
％
（
過
去
３
年
間
）
は

本
市
の
市
民
で
あ
り
、
主
な
就
職
先
は
、
市

立
室
蘭
総
合
病
院
、
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
О
登
別
病
院
で
あ
る
。

　同
学
院
は
、
若
年
層
の
転
出
防
止
と
、
地

域
医
療
の
充
実
の
観
点
か
ら
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
負
担
継
続
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

　
　令
和
４
年
度
の
保
育
所
入
所
決
定
通
知

の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　令
和
４
年
３
月
１
日
に
決
定
し
、
３
月

３
日
に
発
送
し
て
い
る
。

　
　保
育
所
運
営
の
第
一
の
目
的
は
、
保
護

者
の
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
で
あ
り
、
入

所
ま
で
１
カ
月
に
満
た
な
い
段
階
で
の
決
定

通
知
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　現
行
の
１
カ
月
前
の
通
知
で
は
遅
い
と

の
意
見
も
理
解
で
き
る
の
で
、
令
和
５
年
度

に
は
さ
ら
に
１
カ
月
程
度
の
前
倒
し
を
目
標

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
野
）

質質 答答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 各委員の質疑

地
域
福
祉
の
充
実
と
文
化
の
伝
承
を

保
育
所
の
入
所
決
定
通
知
の
早
期
発
送
を

質質 答答

質質質 答答答

市
立
看
護
専
門
学
院
の
整
備
負
担
の
継
続
を

　
　令
和
４
年
度
、
新
た
に
取
り
組
む
重
点

的
な
事
業
は
何
か
。

　
　市
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事

業
で
は
、
高
齢
者
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
使
い
方
に
不
安
の
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

た
講
習
会
を
年
８
回
計
画
し
て
い
る
。

　ま
た
、
公
共
施
設
の
予
約
を
従
来
通
り
の

電
話
に
よ
る
予
約
と
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
施
設
予
約
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
予
約
期
間
の
見
直
し

な
ど
、
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

　
　令
和
４
年
度
よ
り
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
が
開
始
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
の
方
へ
の
対

応
と
、
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
と
現
金

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　高
齢
者
の
対
応
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
な
ど
を
通
じ
て
普
及
に
努
め
る
ほ
か
、

使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
は
広
範
囲
な
対

応
と
大
型
商
業
施
設
で
利
用
可
能
な
カ
ー
ド

が
使
え
る
仕
様
を
考
え
て
い
る
。

　現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
従
来
通
り
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
）

　
　前
年
度
と
の
取
り
組
み
の
違
い
は
。

　
　令
和
３
年
度
に
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
誘
致
を

進
め
る
た
め
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
整
備

さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
促
進
の
た
め
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
運
営
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
情
報
発
信
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
確

立
な
ど
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
関
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
役
割
な
ど
も
担
い
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
令
和
３
年
度
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

移
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
に

窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
は
い
か
に

　地
域
公
共
交
通
等
検
討
会
議
経
費
は
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
経
費
で
す
。

　登
別
市
公
共
交
通
計
画
に
沿
っ
て
、
協
議

事
項
や
実
施
事
業
の
内
容
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　
　協
議
事
項
の
優
先
順
位
や
進
め
方
は
。

　
　高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
へ
向
け
た
、
利

用
料
金
の
助
成
制
度
を
は
じ
め
、
バ
ス
の
乗

り
方
教
室
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
概
要
は
。

　
　３
回
程
度
を
目
標
に
、
商
業
施
設
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

質答質質答 答

質答質答
情
報
化
推
進
経
費
の
重
点
取
り
組
み
は

公
共
交
通
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て

わ
か  

き

す
ぎ  

お

こ
ん  

の

な
り  

た

ち
　

 

だ

た  

な
か

い  

と
う
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　令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
、
本
市
観
光
大
使
で
あ
る
新
日
本
プ
ロ
レ

ス
所
属
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
、
矢
野
通
選
手
と
の

コ
ラ
ボ
T
シ
ャ
ツ
を
企
画
立
案
し
、
実
現
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　継
続
の
要
望
も
あ
り
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　矢
野
選
手
が
試
合
で
着
用
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
反
響
は
大
き
い
が
、

コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
へ
の
考
え
は
。

　
　魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企
画
開
発
と
し
て
、

矢
野
選
手
と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
第
２
弾
も
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
立
）

観
光
大
使
と
の
コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
を

質答

　
　最
終
処
分
場
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

埋
め
て
い
る
の
か
。

　
　飛
灰
の
ほ
か
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に

混
入
し
て
い
る
針
金
や
ネ
ジ
、
貝
殻
、
土
砂

な
ど
が
、
焼
却
さ
れ
ず
に
排
出
さ
れ
た
焼
却

不
燃
物
な
ど
の
焼
却
残
渣
で
あ
る
。

　
　こ
の
処
分
場
は
、
供
用
開
始
か
ら
23
年

目
を
迎
え
る
が
、
現
在
の
埋
め
立
て
状
況
と

今
後
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は
。

　
　約
54
％
埋
め
立
て
が
完
了
し
て
い
る
。

埋
め
立
て
可
能
年
数
は
約
24
年
で
あ
り
令
和

27
年
度
ま
で
の
見
積
も
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

　
　雇
用
対
策
救
援
事
業
は
、
雇
用
の
安
定

化
と
い
う
観
点
か
ら
大
切
な
事
業
と
考
え
て

い
る
。
今
後
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
く
の
か
。

　
　季
節
労
働
者
の
働
く
環
境
づ
く
り
、
雇

用
の
安
定
化
と
い
う
点
で
本
事
業
は
重
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
通
年
事
業
と

し
て
公
共
施
設
の
清
掃
の
ほ
か
、
冬
場
の
除

雪
、
ポ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
い
ず
れ
も
就
業

機
会
の
確
保
と
し
て
、
就
労
の
安
定
が
図
れ

る
よ
う
関
係
事
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
野
）

　
　現
在
SDGs
が
行
政
に
お
い
て
も
施
策
展
開

の
基
本
的
な
考
え
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
指
標

も
提
示
さ
れ
る
中
、
本
事
業
に
あ
る
イ
ベ
ン

ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関
連
性
を
市
民
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
掲
示
す
る
な
ど
、
工
夫
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　SDGs
と
の
各
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
（
案
）

で
各
施
策
に
SDGs
を
関
連
付
け
て
表
記
し
て
お

り
、
こ
れ
を
参
考
に
表
現
可
能
な
ブ
ー
ス
に

は
、
提
案
通
り
来
場
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
形
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
で
の
SDGs
の
取
り
組
み
は

雇
用
の
安
定
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
は

　
　市
内
の
森
林
の
内
訳
と
比
率
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　本
市
の
森
林
面
積
は
、
国
有
林
が
１
万

379
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積
の
49
％
で
あ
り
、

民
有
林
は
５
千
172
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積

の
24
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　こ
れ
だ
け
広
い
森
林
を
管
理
し
て
い
く

の
は
行
政
で
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
本
市
の

貴
重
な
森
林
を
守
る
た
め
に
専
門
業
者
に
任

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　そ
の
よ
う
な
業
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

話
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

質答質質答 答

質質質 答答答
廃
棄
物
処
分
場
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は

本
市
に
お
け
る
森
林
の
実
態
は

あ  

だ
ち

む
ら  

い

　
　小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に
支
給
さ
れ

る
新
入
学
準
備
金
は
３
月
に
支
給
さ
れ
る
が
、

入
学
時
に
必
要
と
な
る
ラ
ン
ド
セ
ル
、
鞄
、

制
服
、
上
靴
な
ど
を
用
意
す
る
に
は
必
ず
し

も
十
分
な
期
間
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　準
備
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
支
給
時

期
を
早
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　転
校
に
よ
る
準
備
金
の
返
還
事
務
手
続

き
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
支

給
時
期
を
３
月
と
し
て
い
る
。

　有
効
活
用
の
た
め
、
支
給
時
期
を
１
〜
２

月
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）

質答
12
月
中
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
は

わ
た
な
べ

い
　

 

の

さ
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　き

よ
ね  

た

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 各委員の質疑

や
　の 

と
お
る

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会 問い合わせ ☎8592 20／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp

　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンなどからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、ご来場による傍聴はできる限りお控えいただ
き、スマートフォンやパソコンから議会中継をご
覧いただきますよう、ご協力をお願いします。

 今年度から導入されているオンラインを活用し
た委員会が４月13日広聴・公開委員会（左）及
び22日議会運営委員会（右）で行われました。

議会中継を
スマートフォン
などで
閲覧しませんか？

令和４年
第２回定例会は
６月10日(金)から

   開催される予定です。
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◀ウェブサイト
　 https://www.city.
　 noboribetsu.lg.jp/

◀Ｅメール
　 pr@city.
　 noboribe
　 tsu.lg.jp

◀フェイスブック
　@noboribe
　tsu.city

◀ＬＩＮＥ
　@noboribe
　tsucity

◀YouTube
　https://www.
　youtube.com/
　user/Noboribe
　tsuOfficial/

新型コロナワクチン接種に
関するお知らせ
問い合わせ　新型コロナワクチン接種対策グループ（☎81２７７０）

新型コロナワクチンの４回目接種が始まります

基礎疾患を有する方・重症化リスクが高いと医師が認める方は、
接種券一体型予診票の発行申請が必要です

　４回目接種についても個別接種と集団接種を実施します。
　予約の方法は、接種場所により異なるため、接種券一体型予診票に同封するチラシや市公式ウェブ
サイトをご確認ください。
使用するワクチン　ファイザー社製または武田／モデルナ社製のワクチン

　　接種券一体型予診票は、接種券一体型予診票の発行申請日または３回目接種から５カ月が経過し
た日のいずれか遅い日を含む週に発送します。
　※接種は、義務ではありません。

　　接種券一体型予診票は、３回目接種から５カ月が経過する日を含む週に発送します。配達には１
週間程度かかる場合があります。

対象の病気・状態　次の病気や状態で、通院または入院している方
　●慢性の呼吸器の病気　●慢性の心臓病（高血圧を含む。）　●慢性の腎臓病
　●慢性の肝臓病（肝硬変等）
　●インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病気を併発している糖尿病
　●血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）
　●免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）
　●ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
　●免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
　●神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障がい等）　●染色体異常
　●重症心身障がい（重度の肢体不自由と重度の知的障がいが重複した状態）
　●睡眠時無呼吸症候群　●重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、
　精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自立支援医療（精神通院医療）
　で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障がい（療育手帳を所持している場合）　
　●基準（ＢＭＩ30以上）を満たす肥満の方
※申請方法など、詳しくは市公式ウェブサイトをご確認ください。

３回目接種を受けた月

接種券一体型予診票の発送予定

▲市公式ウェブ
　サイト

令和３年12月

５月下旬 ６月 ７月 ８月

１月 ２月 ３月

９月

４月

60歳以上の方（全員）

18歳～59歳の方で、基礎疾患を有する方・重症化リスクが高いと医師が認める方（申請者のみ）


